
これからみても、 落城によつて飯詰がいかに大きな打撃

をうけたかということがわかる。 為信公自ら率いた三千の

大軍を向うにまわし、孤立無援の状態で抵抗したから、飯

詰の青壮年はことごとく戦死してしまつたものである。 

これらの移生者たちは一大奮起し全滅の飯詰村を復興し

遂に津軽大場の町にまで発具させ、下切遺が代官所所在地

にまで盛り上げたのである0 

寛文元年金小三郎（為信が関ケ原’こ出陣して不在中、一

部の者が反旗をひるがえしたさい、僅か十八才の少年であ

つたが反乱軍を討つて大功をたてた人物）が故あつて新岡

七左衛門と改名して飯詰に隠凄して開墾に尽力し、 飯詰の

貧甲者や、無頼の徒に農業を勧めて之を塾導し、あとでそ
の開拓した田畑を無償で彼等に与え、 中農以上の立派な生

活を成し得る良民に成長させた功績は特筆大書しなければ

ならない0 

（未完のままで十が一応これで終ります。） 
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津 軽 考 古 学 会 

会長 秋 元 省 三 

第98号 

発行所五所川原市役所 印刷所陸奥印刷株式会社 

中山山脈の文化を探る ⑥ 

（青森県） 五 所 川 原 市 広 報 

阿部信友は為信公の命を受けて自分の領地である種里や

白旗野から独身の男子を移住させて飯詰の女性と結婚させ

後継者の保持につとめたと伝えられている0 現在飯詰の住

人の多くはその子孫ということになろう。 

大浦為信公は寄手の大将として、 天正十六年六月の高館

城攻略に功を樹てた阿部孫三郎信友を落城後すぐ本行に任

命し、十一年間の戦いによつて荒売いちじるしい飯詰の復

興にあたらせた。 

保
険
料
納
付
は
 

納
入
組
合

を
利
用
声

う
 

前
納
に

は
割
引
制
度

も
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国
民
年
金
保
険
料
は
国
民
年
金

保
険
料
納
入
組
合
を
通
じ
て
納

付
し
ま
し
よ
う
‘
 

ま
た
国
民
年
金
の
保
険
料
は

毎
月
ま
た
は
納
期
限
ご
と
に
納

め
る
ほ
か
に
将
来
の
期
間
分
を

ま
と
め
て
納
め
る
前
納
制
度
が

あ
り
ま
す
。
 

こ
の
前
納
は
一
平
以
上
十
年

分
ま
で
納
め
る
方
法
と
将
来
の

す
べ
て
の
期
間
を
納
め
る
方
法

と
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
便
利
で

あ
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
の
保
険
料
を
納
め

る
と
き
は
ぜ
ひ
こ
の
前
納
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
る
よ
う
お
す

す
め
い
た
し
ま
す
。
 

保
険
料

の
前
納
は
 

こ
ん
な
に
便
利
で
す
 

保
険
料
の
前
納
を
す
る
と
、
毎

月
市
役
所
に
納
め
る
手
数
が
は

ぷ
け
、
そ
の
う
え
大
変
有
利
な

か
け
金
の
割
引
き
が
あ
り
ま
す

ま
た
一
回
の
手
続
き
で
そ
の
期

間
中
は
万
事
が
o
K
で
す
。
 

特
に
全
期
間
分
の
前
納
は
将

来
年
金
を
う
け
ら
れ
る
ま
で
何

の
心
配
も
な
く
一
生
の
間
安
心

？
し
て
い
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
 

な
お
保
険
料
を
前
納
す
る
と

年
五
分
五
厘
の
複
利
計
算
に
よ

つ
て
か
け
金
が
ぐ
つ
と
割
引
き

さ
れ
ま
す
。
 

割
引
額
は
前
納
す
る
と
き
の

年
令
に
よ
つ
て
計
算
し
ま
す
が

い
ま
一
例
と
し
て
二
〇
才
の
人

が

一
年
分
を
前
納
す
る
と
三
〇

円
、
五
年
分
の
前
納
で
は
七
一
一

〇
円
、
十
年
分
の
前
納
で
は
一
一

六
九
〇
円
 
六
〇
才
に
な
る
ま

で
の
全
期
間
分
を
前
納
す
る
と

三
九
、
四
六
〇
円
も
割
引
き
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

〇
前
納
し
て
か
ら
資
格
 

が
な

く
な
つ

た
ら
 

保
険
料
を
前
納
し
て
か
ら
死
亡

あ
る
い
は
会
社
工
場
な
ど

に
勤

務
し
て
国
民
年
金
の
資
格
が
な

く
な
つ
た
場
合
に
は
余
分
に
納

め
た
保
険
料
は
お
返
し
す
る
こ

と
に
な
つ
て
い
ま
す
。
 

〇
保
険
料
の
前
納
は
ど
ん
 

な
利
殖
に
も
ま
さ
る
 

国
民
年
金
は
社
会
保
障
制
度
の
 

ー
つ
と
し
て
国
が
み
な
さ
ん
の

幸
せ
の
た
め
に
つ
く
つ
た
も
の

で
す
か
ら
、
そ
の
と
き
ど
き
の
 

経
済
や
生
活
水
準
生
活
に
見
合

う
よ
う
に
年
金
額
を
引
き
上
げ

る
こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
の

で
、
な
ん
の
心
配
も
あ
り
ま
せ

ん
。
保
険
料
の
前
納
は
、
ほ
か

の
ど
ん
な
利
殖
に
も
ま
さ
る
方

法
で
、
将
来
年
金
と
い
う
大
き

な
成
長
株
に
な
つ
て
自
分
に
か

え
つ
て
き
ま
す
。
 

〇
前
納
の
手
続
は
 

簡
 
単
 
で
 
す
 

保
険
料
の
前
納
は
郵
便
局
や
銀

行

（
青森
銀
行
、
青
和
銀
行
支

店
）
で
取
り
扱
つ
て
く
れ
ま
す

窓
口
へ
納
付
書
と
現
金
を
そ
え

て
出
せ
ば
万
事
が
す
み
、
あ
と

は
一
切
手
数
が
か
か
り
ま
せ
ん
 

〇
保
険
料
は
税
の
控
除
の
 

特
典
も
あ
り
ま
す
。
 

納
め
た
保
険
料
は
所
得
税
を
課

せ
ら
れ
る
と
き
に
課
税
対
象
額

か
ら
控
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ

て
お
り
ま
す
。
 

な
お
前
納
に
つ
い
て
お
わ
か

り
に
な
ら
な
い
点
が
あ
れ
ば
市

役
所
国
民
年
金
係
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。
 

県

民

手

帳
発

売
 

希

望
者
は
申

込
を
 

こ
と
し
も
『
昭
和
三
十
九
年
用

青
森
県
民
手
帳
』
が
発
売
さ
れ

ま
す
。
装
て
い
は
優
美
な
も
の

で
定
期
名
刺
入
れ
を
兼
ね
て
お

り
ま
す
し
ま
た
最
近
の
統
計
資

料
、
充
実
し
た
名
簿
、
生
活
便
 
 

覧
な
ど
が
豊
富
に
掲
載
し
て
あ

り
ま
す
。
 

ご
希
望
の
か
た
は
十
月
十
五

日
ま
で
市
役
所
庶
務
課
統
計
係

ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

狂
犬
病
予

防
注
射
 

未
登
録
犬
の

登
録
も
 

狂
犬
病
予
防
注
射
を
つ
ぎ
の
日

程
で
お
こ
な
い
ま
す
。
料
金
は

指
定
し
た
期
日
お
よ
び
場
所
に

お
い
て
予
防
注
射
を
実
施
す
る

場
合
は
一
六
〇
円
、
そ
の
他
の

場
所
で
は
二
三
〇
円
で
す
。
 

な
お
同
日
登
録
の
受
付
も
お

こ
な
い
ま
す
の
で
未
登
録
犬
は

必
ず
登
録
し
ま
し
よ
う
。
 

登
録
代
金
は
三
〇
〇
円
で
す

登
録
の
際
は
申
請
者
の
生
年
月

日
と
印
鑑
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
ー
 

7
日
午
前
1
0時
ー
午
後
2
時

五
所
川
原
、
小
曲
地
区

（
市
役

所
前
）
、
 8
日
1
0時
ー
1
1時
、
 

中
川
地
区
（
中
川
支
所
前
）
、
 

ー
時
、1
2
時
、
三
好
地
区

（
11
1
 

好
支
所
前
）
9
日
1
0時

ー
1
1時

毘
沙
門
地
区
〔
毘
沙
門
出
張
所

前
）
ー
時
1
2
時
、
長
富
地
区
 

（
長
富
集
会所
前
）
1
0日
1
0時
 

ー
1
1時
、
栄
地
区
（
栄
支
所
前
）
 

ー
時
1
2
時
、
梅
沢
地
区
（
梅

沢
支
所
前
）
、
1
1日
1
0時
ー
1
1
 

時
、
七
和
地
区
（
七
和支
所
前
）
 

ー
時
1
2
時
、
長
橋
地
区
（
長

橋
支
所
前
）
、
 1
4日
1
0時

ー
1
1
 

時
 
松
島
地
区
（
松
島
支
所
前
）
 

1
5日
1
0時

ー
1
1時
、
飯
詰
地
区
 

（
飯詰
支
所
前
）
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昭和 38 年 10 月 5 日 

農
業
の
構
造
改
善
が
さ
け
ば
れ

て
い
る
今
日
、
土
地
を
最
高
度

に
利
用
す
る
た
め
土
地
基
盤
整

備
を
図
り
、
農
業
所
得
の
増
大

一
 

を
期
す
る
た
め
に
ま
ず
土
地
改

良
事
業
の
実
施
が
必
要
で
あ
り

ま
す
。
 

と
こ
ろ
が
青
森
県
は
農
業
県

で
あ
り
な
が
ら
他
県
に
く
ら
べ

著
し
く
立
遅
れ
て
い
る
現
状
で

甚
だ
遺
憾
な
こ
と
で
あ
り
ま
す

政
府
で
は
現
在
国
の
補
助
金
を

交
付
さ
れ
な
い
小
規
模
な
諸
土

地
改
良
事
業
に
対
し
、
長
期
で

し
か
も
低
利
な
農
林
漁
業
資
金

を
融
資
し
て
、
事
業
の
妻
施
を

奨
励
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
こ

の
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
 

〇
融
資
の
対
象
と
な
る
事
業

か
ん
が
い
排
水
区
画
整
理
、
 

暗
渠
排
水
、
客
土
農
道
、
開
田

開
畑

（
樹
園地
牧
野
等
で
用
地
 

善
行

バ
ツ
チ
の
 

図
案

を
募
集
 

全
国
的
に
『
小
さ
な
親
切
運
動
』
 

が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
が

政

一
 
市
青
年
会
議
所
で
も
こ
の
運
動

に
善
行
の
あ
つ
た
青
少
年
を
対

象
に
表
彰
す
る
こ
と
に
な
り
、
 

そ
の
 
「
善行
メ
タ
ル
』
図
案
を

一
般
か
ら
公
募
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
 

図
案
の
形
式
は
自
由
で
す
が

五
所
川
原
市
の
特
色
を
い
か
し

た
も
の
、
作
品
は

ハ
ガ
キ
大
で

簡
単
な
説
明
を
し
て
く
だ
さ
い

な
お
入
選
作
一
点
に
三
、
〇
〇

〇
円
、
佳
作
三
点
に
は
薄
謝
を

呈
し
ま
す
。
 

応
募
作
品
に
は
住
所
、
氏
名

職
業
を
明
記
の
こ
と
。
 

応
募
締
切
は
十
月
二
十
日
正

午
ま
で
、
送
り
先
は
市
内
川
端

町
五
所
川
原
商
工
会
議
所
内
五

所
川
原
青
年
会
議
所
と
な
つ
て

お
り
ま
す
。
 

応
募
作
品
は

一
切
返
却
し
ま

せ
ん
。
 

の
取
得
も
含
む
）
畦
畔
整
備
維

持
管
理
、
利
率
は
年
三
分
五
厘
 

（
日
歩
九
厘
六
毛
）
、
据
置
期

間
は
三
年
以
内
、
償
還
期
限
は

十
五
年
以
内
で
す
。
 

〇
貸
付
の
相
手
方
 

土
地
改
良
区
及
同
連
合
、
農

業
協
同
組
合
、
農
業
、
畜
産
業

を
営
む
も
の
（
個人
で
も
よ
い
）
 

〇
借
入
で
き
る
金
額
 

事
業
費
の
八
割
以
内
で
最
低
 

額
は
十
万
円
で
す
っ
 

毎
年
ク
赤
い
羽
根
共
同
募
金
ク

に
つ
い
て
は
市
民
の
み
な
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
で
好
成
績

を
お
さ
め
て
お
り
ま
す
。
厚
く

お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

こ
と
し
も
ま
た
十
月
一
日
か

ら
赤
い
羽
根
共
同
募
金
が
全
国

一
斉
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
例
年
ど
お
り
み

な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を

お
ね
が
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
 

な
お
こ
と
し
の
当
市
の
目
標

額
は
七

一
二
、
六
〇
〇
円
で
、
 

こ
の
地
区
割
当
会
議
は
二
十
五

日
午
前
十
時
か
ら
中
央
公
民
舘

で
民
生
委
員
、
支
所
長
ら
が
出

席
し
て
お
こ
な
わ
れ
各
地
区
の

割
当
額
を
つ
ぎ
の
と
お
り
に
決

定
し
ま
し
た
9
 

錦
町

一
五
、
三
〇
〇
円
、
幾
島

町
六
、
三
〇
〇
円
、
柏
原
町
九
 

、
〇
〇
〇
円
、
上
平
井
町
九
、
 

三
〇
〇
円
、
平
井
町
七
、
三
〇

〇
円
、
中
平
井
町
六
、
入
〇
〇

円
、
下
平
井
町
一
三
、
六
入
〇

円
、
さ
つ
き
町
六
、
三
〇
〇
円

敷
島
町

一
二
、
三
〇
〇
円
、
東

雲
町
三
、
三
〇
〇
円
、
旭
町

一

四
、
七
〇
〇
円
大
町
一
〇
、
〇

〇
〇
円
、
寺
町
岩
木
町

一
六
、
 
 

〇
陣
助
申
業
に
く
ら
べ
右
利
な
 

ィ
、
資
金
名
が
豊
富
で
あ
る
か

ら
意
欲
が
あ
れ
ば
い
く
ら
で

も
、
し
か
も
す
ぐ
工
事
に
着

手
で
き
ま
す
。
 

ロ
、
早
期
に
効
果
が
発
生
す
ろ
 

（
、
補
助
事
業
ょ
り
書
類
の
作

成
そ
の
他
手
続
が
簡
単
で
す

ニ
、
以
上
の
利
点
お
ょ
び
補
助

残
融
資
の
利
率

（
年
六
分
五

厘
 
の
差
等
、
勘
案
す
れ
ば

補
助
率
三
割
五
分
に
相
当
し

ま
す
。
 

な
お
借
入
に
つ
い
て
の
相
談
は

市
役
所
農
林
商
工
課
か
北
地
方

土
地
改
良
事
務
所
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
 

二
〇
〇
円
、
新
宮
、
末
広
町
五

〇
〇
〇
円
、
末
広
町
七
、
九
〇

〇
円
、
本
町

一
八
、
〇
〇
〇
円

弥
生
町
五
、
七
〇
〇
円
、
布
屋

町

一
〇
、
八
〇
〇
円
、
東
町
五

〇
〇
〇
円
、
鎌
谷
町
一
〇
、
一
一

〇
〇
円
、
川
端
町

一
二
、
四
〇

〇
円
、
柳
町
七
、
二
〇
〇
円
、
 

成
田
町
四
、
四
〇
〇
円
、
元
町

一
一
、
〇
〇
〇
円
、
新
町
八
、
 

一
〇
〇
円
、
田
町
一
二
、
九
〇

〇
円
、
栄
町
四
、
六
〇
〇
円

田
園
調
布
ニ
、
三
〇
〇
円
十
川

町
三
、
五
〇
〇
円
、
平
和
町
一
一
 

八
〇
〇
円
、
小
曲
六
、
九

〇
〇
円
、
湊
団
地

一
〇
、
二
〇

〇
円
、
毘
沙
門
二
六
、
五
〇
〇

円
、
栄
四
二
、
九
〇
〇
円
、
中

川
四
四
、
九
〇
〇
円
三
好
四
五
 

、
〇
〇
〇
円
、
長
橋
五
五
、
四

〇
〇
円
、
松
島
六
四
、
〇
〇
〇

円
、
飯
詰
五
〇
、
三
〇
〇
円
、
 

七
和
五
八
、
九
〇
〇
円
、
梅
沢
 

八
〇
〇
円
 

秋
の
大

掃
除
 

巡
視
日
程
き
ま
る
 

秋
の
大
掃
除
巡
視
日
程
が
き
ま

り
ま
し
た
。
 

最
近
各
地
に
ダ
ニ
が
発
生
し

て
い
ま
す
か
ら
日
常
掃
除
の
困

難
な
場
所
、
特
に
天
井
裏
、
床

下
、
物
置
、
下
水
溝
等
を
注
意

し
て
掃
除
す
る
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
 

1
0月
7
日
 （
午前
）
 田
町
、
 

（
午
後
マ
元
町
、
栄
町
、
 

8
日

（
午
前）
柳
町
、
成
田
町
 

（
午
後
）
新
町
、
鎌
谷
町
、
9
 

日

（
午
前
）
田
園
調
布
、
弥
生

町
、
本
町
、
 
（
午後
）
布
屋
町

川
端
町
、
1
0日
（
午
前
）
寺
町

岩
木
町
、
新
宮
町
、
末
広
町
、
 

中
川
新
宮
、
 
（
午後
）
東
町
、
 

幾
島
町
、
1
1日
（
午
前
）
柏
原

町
、
上
平
井
町
（
午
後
）
大
町

錦
町
、
1
2日

（
午前
）
平
井
町
 

1
4日
 
（
午
前
）？
旭町
、
敷
島
町

雛
田
町
、
 
（午
後
）
中
平
井
町

漆
川
住
宅
、
1
5日

（
牛
前
）
下

平
井
町
、
下
平
井
町
住
宅
、
湊

千
鳥
住
宅
、
 
（
午後
）
中
川
地

区
橋
元
、
平
和
町
 

密

造
 
酒
 
は
 

や

め
ま
し

よ
う
 

税
務
署
で
は
十
月
一
日
ー
十
日

ま
で
『
ャ
ミ
酒
を
な
く
す
運
動
』
 

を
お
こ
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
期
間
中
に
は
多
彩
な
行

事
を
催
し
、
 一
般
に
よ
び
か
け

を
実
施
す
る
と
と
も
に
取
締
り

を
も
強
化
し
て
お
り
ま
す
。
 

密
造
酒
は
黒
石
の
保
健
所
長

が
研
究
発
表
し
て
お
る
と
お
り

密
造
酒
特
有
の
雑
菌
や
不
純
物

が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
飲

む
と
身
、
心
と
も
に
害
が
あ
る

ば
か
り
で
な
く
子
供
た
ち
ま
で

影
響
を
お
よ
ぼ
す
と
し
て
お
り

ま
す
。
 

ま
た
安
い
た
め
か
え
つ
て
多

く
飲
み
不
経
済
で
も
あ
り
、
し

か
も
法
律
に
違
反
し
て
製
造
す

る
こ
と
は
勿
論
、
譲
つ
た
り
、
 

貰
つ
た
り
、
持
つ
て
お
つ
た
り

し
て
も
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な

つ
て
お
り
ま
す
の
で
、
み
ん
な

で
お
互
に
気
を
つ
け
て
、
密
造

酒
を
飲
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
。
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ス
 

一
 

一
 
一
 

一
 
一
 

《
 

赤
 
い
 
羽
根
募
金
 

皆
さ

ん
の
こ
協
力
 

お
 願
 
い
 
し
 ま
 
す
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